
　
高
鍋
高
校
卒
業
し
、
12
年
が
経
ち

ま
し
た
。
教
職
を
仕
事
と
す
る
な
ら
、

母
校
で
勤
務
し
た
い
と
、
大
学
の
頃

か
ら
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夢

が
叶
っ
た
今
年
度
は
、
一
日
一
日
が
喜

び
で
あ
り
、
今
こ
の
学
舎
で
再
び
生

徒
た
ち
と
汗
を
流
し
、
勉
学
、
部
活

動
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
が
鍋
校

生
だ
っ
た
頃
は
、
今
と
変
わ
ら
ず
、
朝

課
外
か
ら
放
課
後
の
部
活
動
が
終
了

す
る
ま
で
、
絶
え
ず
学
生
と
職
員
の

元
気
な
声
が
校
内
に
響
い
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
仲
間
と
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
、
学
習
面
で
も
部
活
動

面
で
も
自
分
の
限
界
に
挑
戦
で
き
た

貴
重
な
3
年
間
で
し
た
。
校
内
を
歩

く
た
び
に
、
高
校
時
代
の
出
来
事
が

鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
現
在
の

高
鍋
高
校
も
12
年
前
と
変
わ
ら
ず
、

勉
強
、
部
活
動
に
活
気
が
溢
れ
、
生

徒
、
職
員
と
も
に
元
気
の
あ
る
高
校

で
す
。
教
師
と
生
徒
の
活
気
の
あ
る

授
業
が
展
開
さ
れ
、
放
課
後
は
そ
の

活
気
が
部
活
動
に
変
わ
り
、
生
徒
、

職
員
と
も
に
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
休
日

も
各
部
活
動
が
活
発
に
活
動
し
、
挨

拶
そ
し
て
、
笑
顔
の
耐
え
な
い
学
舎

で
す
。
時
代
や
社
会
が
変
化
し
て
も
、

普
遍
的
に
流
れ
る
そ
の
歴
史
と
伝
統

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
高
鍋

高
校
が
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
発

展
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
自
身
、
卒
業

生
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
高
鍋
高
校
が

築
い
て
き
た
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
ま

た
新
た
な
時
代
へ
向
か
っ
て
さ
ら
な

る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
高
鍋
高

校
生
に
は
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
、
職

員
、
地
域
の
方
が
育
て
て
き
た
高
鍋

の
地
で
3
年
間
勉
強
、
部
活
動
に
大

い
に
励
み
、
と
き
に
苦
し
い
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
力
を
信

じ
、
仲
間
の
支
え
の
中
で
大
き
く
成

長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先

の
10
年
後
も
、
ま
た
、
そ
れ
以
降
も
高

鍋
高
校
が
変
わ
ら
ず
こ
の
地
で
多
く

の
高
校
生
を
見
守
れ
る
場
所
に
な
れ

る
よ
う
、
高
鍋
高
校
の
た
め
に
少
し

で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
長
友
　
隆
志
）

ン
ザ
や
新
燃
岳
の
噴
火
、
そ

し
て
東
日
本
大
震
災
や
経
済

不
況
な
ど
、
私
た
ち
の
地
域

を
は
じ
め
日
本
全
体
が
苦
し

い
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
実
行
委
員
会
は
、
Ｏ

Ｂ
祭
を
通
じ
て
、
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
を
盛

り
上
げ
、
日
本
全
国
の
皆
様

に
元
気
を
発
信
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
Ｏ
Ｂ
祭
は
、
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
は
じ
め
、
お
二

方
の
記
念
講
演
を
企
画
い
た

し
ま
し
た
。
お
一
方
は
、
梅

原
真
氏
、
高
知
出
身
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
、
田
舎
の
土
地
に

埋
も
れ
た
価
値
を
見
つ
け
出

し
、
デ
ザ
イ
ン
力
に
よ
っ
て

見
事
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
さ
せ

て
き
た
「
一
次
産
業
再
生
」

の
仕
掛
け
人
で
す
。
き
っ

と
、
私
た
ち
の
地
域
を
元
気

に
す
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
る
お
話
が
聞
け
る
と
思
い

ま
す
。
も
う
一
方
は
、
三
浦

雄
一
郎
氏
、
七
〇
歳
代
で
世

界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
山
を

登
頂
し
、
八
〇
歳
に
な
ら
れ

た
現
在
で
も
現
役
の
プ
ロ
ス

キ
ー
ヤ
ー
と
い
う
、
ま
さ
し

く
、
「
元
気
」
そ
の
も
の
な

方
で
す
。
き
っ
と
、
そ
の
元

気
力
の
秘
訣
を
お
話
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
前
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
花
ふ
ぶ
き
一
座
」

「
高
鍋
し
ん
か
ん
ち
ゃ
～
」

が
出
演
し
、
元
気
を
発
信
し

て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様

の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
伝
統
あ
る
Ｏ
Ｂ
祭
を

成
功
さ
せ
る
た
め
、
私
た
ち

も
最
後
ま
で
精
一
杯
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
鳴
海

ケ
丘
会
会
員
も
皆
様
、
高
鍋

高
校
関
係
者
の
皆
様
、
地
域

の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
24
年
度
高
鍋
高
校

�

Ｏ
Ｂ
祭
実
行
委
員
会

�

実
行
委
員
長
　
野
崎

　正
史

　
平
成
二
十
四
年
度
高
鍋
高

校
Ｏ
Ｂ
祭
実
行
委
員
会
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　
私
た
ち
は
、
昨
年
７
月
よ

り
実
行
委
員
会
の
準
備
を

始
め
、
「
元
（
は
じ
ま
り
）

～
故
郷
か
ら
元
気
発
信
～
」

を
本
年
度
Ｏ
Ｂ
祭
の
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
一
生
懸

命
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
鳴
海
ケ
丘
会
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
高
鍋
高
校
関
係

者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
高
鍋
高
校
Ｏ
Ｂ
祭

の
企
画
・
運
営
を
、
私
た

ち
平
成
元
年
卒
業
生
が
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち

同
窓
生
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、

県
内
外
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
年
代

を
超
え
た
つ
な
が
り
も
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
す

ば
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
と
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
昭
和
か
ら
続
く
こ

の
良
き
伝
統
と
情
熱
の
タ
ス

キ
を
、
最
初
の
平
成
卒
業
生

の
私
た
ち
が
、
今
後
も
平
成

卒
業
の
後
輩
た
ち
に
、
上
手

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
責
任
も
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
近
年
、
児
湯
地
域
を
中
心

に
発
生
し
た
口
蹄
疫
や
、
宮

崎
県
内
に
さ
ら
な
る
被
害
を

も
た
ら
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

平
成
24
年
度
高
鍋
高
校
Ｏ
Ｂ
祭
の

�

開
催
に
つ
い
て

【実行委員会】

【お問い合わせ先】実行委員会事務局　松浦　TEL090-7984-9447
【ホームページ】http://h01takanabe.web.fc2.com/

【事務局】

　 役　 職　 　 氏 名 　

実 行 委 員 長 野 﨑 正 史

事 業 推 進 局 長 大 塚 祥 一

事 業 運 営 局 長 緒 方 直 樹

販 売 部 会 長 杉 田 輝 美

広 報 部 会 長 谷　  講 平

企画・運営部会長 河 野 英 樹

ゴ ル フ 部 会 長 芥 田 賢 治

懇 親 会 部 会 長 永 友 優 一

　 役　 職　 　 氏 名 　

事 務 局 長 松 浦 郁 雄

会 計 部 会 長 安　 井 　克津枝

総 務 部 会 長 亀 井 友 美

クラス役員部会長 細 山 美 樹

平成24年度
高鍋高校OB祭～元（はじまり）～

８月１０日（土）記念講演
梅原　　真氏「だまって買う・祈る・当たる」
三浦雄一郎氏「生きがい～人生の最高峰を目指して」
� 場所／高鍋中央公民館 　

◆平成２４年８月１０日（金）
  7:30～ ゴルフコンペ　　
 会場：宮崎座論梅G.C

◆平成２４年８月１１日（土）
10:00～11:30
 鳴海ヶ丘会総会
 会場：高鍋町中央公民館研修室
12:30～ ＯＢ祭記念講演　　
 会場：高鍋町中央公民館ホール
12:30～ ①第１部オープニングイベント
13:00～ ②講演　講師：梅原 真　氏　　
 演題　「だまって買う・祈る・当たる」
15:00～ ①第２部オープニングイベント
15:30～ ②講演　講師：三浦 雄一郎　氏
 演題　「生きがい～人生の最高峰を目指して」
18:00～ 懇親会　／　会場：ホテル四季亭

OB祭日程

三
み う ら

浦雄
ゆういちろう

一郎　氏

主　催：鳴海ヶ丘会（宮崎県立高鍋高等学校同窓会）
主　管：平成24年度高鍋高校ＯＢ祭実行委員会（平成元年卒）
後　援：高鍋町

◎PROFILE
プロスキーヤー、クラーク記念国際高等学校校長
1932年青森市に生まれる。北海道大学獣医学部卒業後、
1964年イタリア・キロメーターランセに日本人として初
めて参加、時速172.084キロの当時の世界新記録樹立。ア
ドベンチャー・スキーヤーとしてだけでなく、クラーク記
念国際高等学校の校長として、また行動する知性派として
国際的に活躍中。

梅
うめばら

原　　 真
まこと

　氏
◎PROFILE
デザイナー。1950年高知市生まれ。
1972年、大学卒業後、高知に戻りRKCプロダクション美
術部に入社。
日本テレビで研修の後、スタジオの大道具担当に。25歳
の時、スペインへ渡り休職。
1979年、退職後アメリカ大陸を横断。 
1980年梅原デザイン事務所設立。
一次産業再生をテーマとして全国で活動中。

鳴 海 ヶ 丘 会 々 報 第５２号（1）平成２４年7月２０日発行



「
魅
力
あ
る
高
鍋
高
校
づ
く
り
」
を
考
え
る
会

同
窓
会
の
皆
様
へ

校  

長

�

首
藤

　忠
一

　同
窓
会
「
鳴
海
ヶ
丘
会
」
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
発
展

の
た
め
に
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
篤
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

　私
、
本
年
四
月
に
赴
任
し
ま
し
た

首
藤
忠
一
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　本
校
は
、
伝
統
的
教
育
理
念
を
根

幹
に
据
え
、
知
を
学
び
、
徳
を
学
び
、

心
身
の
鍛
練
に
努
め
、
社
会
に
貢
献

す
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
と
い
う

教
育
目
標
を
掲
げ
、
「
学
力
向
上
・
進

路
実
現
」
「
基
本
的
生
活
習
慣
の
確

立
」
「
文
武
両
道
の
推
進
」
「
保
護
者

や
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
」
と
い

う
四
つ
の
重
点
目
標
を
設
定
し
、
「
生

徒
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
高

鍋
高
等
学
校
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
、
地
域
の
信
頼
・
期
待
・
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
進
路
の
実
現
に
は
、
昨
年
度
か

ら
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
ご
協
力
も
得
な
が

ら
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

お
り
、
進
路
目
標
を
明
確
に
し
て
進

路
実
現
に
取
り
組
め
る
よ
う
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　本
校
は
今
年
創
立
九
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
よ
き
伝
統
を
継
承
し
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
べ
く

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
教
育
活

　６
月
11
日
（
月
）
に
鳴
海
ケ
丘
会

館
に
て
、
第
６
回
「
魅
力
あ
る
高

鍋
高
校
づ
く
り
」
を
考
え
る
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
高
鍋
町
内

の
教
育
行
政
担
当
者
と
小
中
学
校
の

先
生
方
を
含
め
た
14
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
最
初
に
、
学
校
の
概
要
説
明

や
本
校
教
師
が
中
学
校
に
出
向
い
て

授
業
を
行
う
「
出
前
授
業
」
等
の

取
組
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　次
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
と
お
し

て
魅
力
あ
る
高
鍋
高
校
を
つ
く
る

に
は
」
を
テ
ー
マ
に
協
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
協
議
の
中
で
「
小
中
高

の
連
携
が
大
切
で
あ
る
。
」
と
い

う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
高
鍋
町
内
で
小
学
生
か
ら

高
校
生
が
運
営
に
参
加
で
き
る
行

事
を
企
画
し
て
欲
し
い
」「
ボ
ラ
ン

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
夏
も
同
窓
会
の
伝
統
行
事
で
あ

る
恒
例
の
高
鍋
高
校
Ｏ
Ｂ
祭
が
近
づ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
平
成

元
年
卒
業
の
会
員
の
方
々
が
実
行
委

員
と
な
り
、
「
元
（
は
じ
ま
り
）
～
故

郷
か
ら
元
気
発
信
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念
講
演
は
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
梅
原
真
氏
に
よ
る

「
だ
ま
っ
て
買
う
・
祈
る
・
当
た
る
」

と
八
十
歳
で
現
役
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー

の
三
浦
雄
一
郎
氏
に
よ
る
「
生
き
が
い

～
人
生
の
最
高
峰
を
目
指
し
て
」
と

い
う
二
本
立
て
で
す
。
そ
し
て
盛
大
な

懇
親
会
も
企
画
さ
れ
て
お
り
、
Ｏ
Ｂ

祭
を
通
し
て
年
代
を
超
え
た
会
員
皆

様
の
親
睦
と
交
流
が
一
層
深
ま
り
、

「
鳴
海
ヶ
丘
会
」
の
よ
り
一
層
の
充

実
・
発
展
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
祭

実
行
委
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
高
鍋
高

校
同
窓
会
「
鳴
海
ヶ
丘
会
」
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

テ
ィ
ア
活
動
や
町
内
行
事
に
参
加

す
る
高
校
生
が
少
な
い
、
鍋
高
生

が
率
先
し
て
参
加
を
し
て
小
中
学

生
の
手
本
に
な
っ
て
欲
し
い
。
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平成24年度　高鍋高校ＯＢ職員

氏　名 卒業年 主な校務分掌 部活動 教科

諏 訪 園 睦 子 Ｓ48 教育相談部 バスケットボール 保健体育

井 上 　 修 二 Ｓ59 広 報 部 放 送 英 語

津 江 　 政 彦 Ｓ60 図 書 部 美 術 美 術

猪 股 　 司 Ｓ60 教 務 部 ホ ッ ケ ー 理 科

占 部 小 百 合 Ｈ２ 渉外厚生部 華 道 家 庭

黒 木 　 隆 史 Ｈ３ 渉外厚生部 サ ッ カ ー 理 科

氏　名 卒業年 主な校務分掌 部活動 教科

山 本 　 巧 Ｈ４ 生徒指導部 ラグビー部 保健体育

内 田 　 琢 也 Ｈ17 保 健 環 境 ソ フ ト テ ニ ス 理 科

黒 木 麻 莉 絵 Ｈ19 非常勤講師 公 民

長 友 　 隆 志 Ｈ12 生徒指導部 ハンドボール 英 語

橋口　美和子 Ｓ55 事 務 部

青 木 　 理 江 Ｈ８ 事 務 部

役　職 氏　名 在職期間

校　長 首藤　忠一 平成２４年度着任

副校長 松下　律子 平成２４年度着任

教　頭 川越　淳一 平成２３年度着任

事務長 森　　隆茂 平成２４年度着任

高鍋高校OB職員一覧高鍋高校管理職

費　目 予算額 決算額 増減 摘　　要
会 費 3,859,200 3,834,800 -24,400 820名×400円×12ケ月
繰 越 金 80,800 80,800 0
特 別 収 入 0 0 0
雑 収 入 0 117 117 預金利息
合 計 3,940,000 3,915,717 -24,283

費　目 予算額 決算額 残　額 摘　　要
事 務 費 50,000 46,840 3,160  事務用品,葉書き代

会 議 費 250,000 188,174 61,826 三役会，理事会，評議
員会

事 務 局 費 60,000 60,000 0 事務局会議費
事 業 費 1,630,000 1,548,892 81,108

内

　
　
　
　訳

OB祭関係費 230,000 230,000 0 ＯＢ祭実行委員会援助　H23年OB
へ200,000、H24年OBへ30,000

支部援助費 340,000 333,190 6,810 支部援助
卒 業 生 費 120,000 103,569 16,431 卒業記念品（図書カード），育英会表彰
事業推進委員会費 350,000 321,921 28,079 鳴海ヶ丘会々報送料，役員会旅費等
広 報 費 300,000 279,762 20,238 鳴海ヶ丘会々報
人 件 費 190,000 190,000 0 館長謝礼，事務人件費
ホームページ管理費 100,000 90,450 9,550

鳴海ヶ丘会館
維 持 費 630,000 630,000 0

燃料・電気・水道・火
災保険料・会館清掃修
理、消耗品・備品費

旅 費 500,000 361,300 138,700 各支部総会旅費
特 別 積 立 金 300,000 300,000 0 100周年特別積立
改 修 積 立 費 500,000 500,000 0 鳴海ヶ丘会館　大規模改修積立
雑 費 0 0 0

予 備 費 20,000 9,922 10,078 事務費不足分（パソコン用
トナーカートリッジ代）

合 計 3,940,000 3,645,128 294,872

平成23年度  同窓会費収支決算書 平成24年度　鳴海ケ丘会　事業計画（案）

（収支）3,915,717円　－　3,645,128円　＝　270,589円　（繰越金額）

収入の部� （単位＝円）

支出の部　　� （単位＝円）

収入金額� 3,915,717円
支出金額� 3,645,128円
繰越金額� 270,589円 事　　業　　内　　容

４月５日（木）

６日（金）
10日（火）
13日（金）

28日（土）

臨時三役会 13:30～14:00　中会議室
（会長・副会長２名、校長、事務局長　５名出席）
事務局会議・学校歓迎会
入学式
会計監査 ｢高鍋高校中会議室｣・監査報告
ＯＢ職員歓迎会（会長、館長、ＯＢ職員　12名出席）
ＰＴＡ総会「明倫奨学金」奨学生発表

５月10日（木） 平成24年度第１回三役会　18:30～鳴海ケ丘会館
（会長・副会長、校長、事務局長、ＯＢ祭実行委員　９名出席）

６月１日（金）
11日（月）

13日（水）

22日（金）

理事会18:30～「力」25名出席　終了後懇親会20名出席
「魅力ある高鍋高校づくりを考える」会　18:30～鳴海ケ丘会
館　14名出席
第３回創立90周年記念事業実行委員会
18:30～「中会議室」同窓会関係（会長、副会長、館長、事務
局長、）６名出席
評議員会18:30～「四季亭」53名出席　終了後懇親会37名出席

７月１日（日）
２日（月）
20日（金）
21日（土）

在京支部同窓会総会　12:00～15:00「サンケイプラザホール」133名出席
明倫奨学金振込日
終業式・鳴海ヶ丘会報52号発刊
関西高鍋高校同窓会総会　12:00～「道頓堀ホテル」

８月10日（金）
～11日（土）

高鍋高校｢鳴海ヶ丘会｣平成24年度OB祭(実行委員･H1年卒)

９月25日（火） 第２回三役会
10月19日（金）

27日（土）
鳴海ヶ丘会々報53号発刊
ＯＢ祭引継会

11月10日（土）
〃　　　

16日（金）
 17日（土）

日（　）

名古屋支部総会　12:00～　第二富士ホテル
川南支部総会
宮崎地区合同同窓会 
創立90周年記念事業
高鍋支部総会

12月１日（土）
25日（火）

福岡支部総会
終業式

２月１日（金）
６日（水）
28日（木）

明倫奨学金振込日
第３回三役会
同窓会入会式・鳴海ヶ丘会々報５４号発刊

３月１日（金）
22日（金）
29日（金）

日（　）

卒業式
終業式
離任式・送別会
明倫奨学金審査委員会

Ｈ24．6．23
宮崎県立高鍋高等学校同窓会

高鍋町教育委員会
教 育 総 務 課 長 黒　水　日出夫

高鍋東小学校　教諭 矢　野　 健　二
高鍋西小学校　教頭 兒　 玉　 秀　 人
高鍋東中学校　教頭 満　行　孝　一
同 窓 会 会 長 増　田　 秀　 文
同 窓 会 副 会 長 丹　 澤　悦　子
同 窓 会 副 会 長 多　 賀　 学　 昭
同 窓 会 副 会 長 橋　口　 清　 和
同 窓 会 顧 問
高鍋高校ＰＴＡ会長 小　泉　 桂　 一
同 窓 会 顧 問
高 鍋 高 校 校 長 首　 藤　 忠　一
高 鍋 高 校 副 校 長 松　 下　 律　子
高 鍋 高 校 教 頭 川　 越　 淳　 一
高鍋高校広報部主任 大 田 原　　 勉
同 窓 会 事 務 局 長 猪 股　　　 司

出席者名簿　敬称略

明倫奨学金について 平成 24 年度「明倫奨学金」奨学生は藪押　大地君（広島大学経済学部へ進学）に決定いたしました。おめで
とうございます。

鳴 海 ヶ 丘 会 々 報 平成２４年７月２０日発行（2）第５２号



トーボ 同 好 会
高
鍋
高
校
ボ
ー
ト
同
好
会
監
督

　

 

柴
田

　友
輔

　ボ
ー
ト
競
技
は
日
本
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
薄
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
発
祥
は
欧
州
地
域
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
腕
だ
け
が
強
く

な
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ー
ト
競
技
は
全

身
を
駆
使
し
ま
す
。
脚
・
体
幹
・
腕
と
全
身
で
両
手
に
持
っ
た
２

本
の
オ
ー
ル
を
一
人
も
し
く
は
複
数
で
ひ
た
す
ら
「
漕
ぐ
」
と
言

う
同
じ
動
作
を
繰
り
返
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
こ
の
競
技
は
体
験

し
た
人
し
か
そ
の
爽
快
感
は
味
わ
え
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
の

種
目
も
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
持
っ
て
お
り
、
ボ
ー
ト
競
技
も
そ
の

中
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
他
の
競
技
に
比
べ
て
特
殊
な
の
は

「
水
の
上
」
と
言
う
事
で
す
。
似
た
よ
う
な
種
目
で
カ
ヌ
ー
競
技

や
ヨ
ッ
ト
競
技
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
最
速
の
ス
ピ
ー
ド
が

出
せ
る
ボ
ー
ト
競
技
は
単
純
な
動
作
を
繰
り
返
し
ま
す
が
、
そ
れ

が
難
し
く
変
わ
っ
た
魅
力
の
あ
る
競
技
で
す
。
そ
し
て
進
行
方
向

は
後
ろ
向
き
で
自
分
た
ち
が
進
む
方
向
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
選

手
（
ボ
ー
ト
の
場
合
は
ク
ル
ー
と
表
現
）は
自
分
が
漕
い
で
来
た
艇

の
軌
跡
を
頼
り
に
自
分
が
行
く
べ
き
方
向
を
判
断
し
ま
す
。
全
力

で
後
ろ
向
き
に
進
む
競
技
は
ボ
ー
ト
以
外
に
は
存
在
し
な
い
と
思

い
ま
す
。
朝
靄
や
夕
日
の
中
水
面
を
滑
る
よ
う
に
進
め
る
よ
う
に

な
れ
ば
ボ
ー
ト
競
技
本
来
の
魅
力
を
体
験
で
き
ま
す
。
ボ
ー
ト
競

技
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成24年度　出身中学校別生徒数

3 年 間 の 合 格 状 況
 年度

学校

平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

現 卒 計 現 卒 計 現 卒 計

国 立 大 学 32 3 35 43 5 48 31 16 47

公 立 大 学 13 1 14 14 1 15 15  15

私 立 大 学 95 9 104 93 4 97 78 15 93

準 大 ・ 公 短 1 1 1 1  2 2

短 期 大 学 41 41 33 1 34 29 1 30

専 修 学 校 等 84 84 70 70 75 75

就 　 職 28 28 28 28 33 33

合 　 計 294 13 307 282 11 293 261 34 295

大 学 21 年度 22 年度 23 年度 合計

岩 手 1 1 2

宇 都 宮 1 1

筑 波 1 1

東 京 学 芸 1 1 2

富 山 1 1

金 沢 1 1

大 阪 1 1

大 阪 教 育 1 1

兵 庫 教 育 1 1

鳥 取 2 2

広 島 1 2 3

山 口 2 1 3

徳 島 1 1

高 知 2 3 1 6

 年度

大学
平21 平22 平23 計

釧 路 公 立 1 1

群 馬 県 立 県 民 健 康 科 学 1 1

京 都 府 立 1 1

尾 道 市 立 1 1

山 口 県 立 1 1

下 関 市 立 1 1 2

北 九 州 市 立 3 3 2 8

福 岡 県 立 1 1

長 崎 県 立 1 2 3

熊 本 県 立 1 1

宮 崎 公 立 4 8 3 15

宮 崎 県 立 看 護 3 3 2 8

名 桜 1 1

 年度

短大
平21 平22 平23

鹿 児 島 県 立 短 期 大 学 1 2

大 分 県 立 芸 術 文 化 短 期 大 学 2 2 2

青 山 学 院 女 子 短 期 大 学 1

東 京 農 業 大 学 短 期 大 学 部 1

成 美 大 学 短 期 大 学 部 1

奈 良 文 化 女 子 短 期 大 学 1

大 阪 成 蹊 短 期 大 学 1

創 価 女 子 短 期 大 学 1

尚 絅 大 学 短 期 大 学 部 1

九 州 女 子 短 期 大 学 3 1

香 蘭 女 子 短 期 大 学 2 2

中 村 学 園 大 学 短 期 大 学 部 2 2

福 岡 女 子 短 期 大 学 1 2

上 智 短 期 大 学 1

宮 崎 学 園 短 期 大 学 11 17 9

南 九 州 短 期 大 学 10 8 7

鹿 児 島 女 子 短 期 大 学 1 1

 年度

学校
平21 平22 平23

高 看 ・ 准 看 27 16 15

そ の 他 の 専 門 学 校 57 54 60

 年度

大学
平21 平22 平23 計

國 學 院 1 1 2

東 京 農 大 1 1 2

慶 應 義 塾 1 1

明 治 1 1

法 政 1 1

立 教 1 1

中 央 1 1

学 習 院 1 1

帝 京 1 5 1 7

麻 布 1 1

東 京 電 機 大 1 1

関 東 学 院 大 1 1

国 際 医 療 福 祉 大 1 1

神 奈 川 大 2 2

相 模 女 子 大 2 2

東 海 大 1 1 2

愛 知 学 院 2 2

立 命 館 3 2 5

龍 谷 1 1

近 畿 1 3 4

関 西 2 1 3

関 西 学 院 大 1 1

産 業 医 科 1 1

福 岡 5 7 7 19

西 南 学 院 2 1 2 5

久 留 米 3 3 6

西 南 女 学 院 2 1 1 4

九 州 産 業 3 3 6 12

福 岡 工 業 大 2 2 4 8

筑 紫 女 学 園 大 3 3

崇 城 7 1 1 9

九 州 看 護 福 祉 2 2 4

南 九 州 大 9 7 3 19

宮 崎 国 際 大 1 2 3

宮 崎 産 業 経 営 9 15 5 29

九 州 保 健 福 祉 大 10 12 14 36

鹿 児 島 国 際 1 1 2

そ の 他 私 大 43 28 37 108

 年度

学校
平21 平22 平23

防 衛 大 学 1 1 1

水 産 大 学 1

内　　　訳 建設 製造 卸売
小売

金融
保険

運輸・
通　信

電気・
ガ　ス

サー
ビス 自衛隊 公務員 その他 合計

平
成
21
年
度

普 通 科 男 1 1 2 1 6 2 13

普 通 科 女 2 1 2 5

生 活 情 報 2 6 8

計 1 5 2 1 0 0 9 6 2 0 26

平
成
22
年
度

普 通 科 男 1 9 2 1 13

普 通 科 女 1 1 3 1 6

生 活 情 報 3 2 4 9

計 0 3 1 0 2 0 6 12 2 2 28

平
成
23
年
度

普 通 科 男 3 1 1 1 10 16

普 通 科 女 1 2 1 4

生 活 情 報 1 3 1 2 4 1 1 13

計 1 6 2 0 3 0 6 13 0 2 33

大 学 21 年度 22 年度 23 年度 合計

九 州 1 3 4

九 州 工 業 3 3 6

福 岡 教 育 2 3 5

佐 賀 1 1

大 分 2 5 4 11

熊 本 3 2 6 11

宮 崎 16 20 16 52

鹿 児 島 2 4 5 11

琉 球 1 2 3

計 35 48 47 130

○国立大学

○公立大学

○短期大学

○高看・専門学校

○私立大学

○準大学

○就職状況 （実数）　　　　　　

出 身 市 町 村 出 身 中 学 校
普　通　科 生活情報科 計 総計１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

高 鍋 町
高 鍋 東 19 22 16 17 31 14 1 9 1 2 4 68 68 136
高 鍋 西 20 12 26 19 21 9 1 8 3 1 8 69 59 128

計 39 34 42 36 52 23 2 17 1 5 1 12 137 127 264

新 富 町

富 田 17 6 24 10 10 9 1 2 4 52 31 83
新 田 3 4 4 3 10 2 1 1 1 17 12 29
上 新 田 4 6 5 7 6 2 3 2 15 20 35

計 24 16 33 20 26 13 1 6 0 5 0 3 84 63 147
木 城 町 木 城 9 9 5 5 8 5 1 5 1 22 26 48

川 南 町
国 光 原 5 10 2 5 9 8 3 6 1 6 17 38 55
唐 瀬 原 12 12 8 14 16 12 4 4 3 36 49 85

計 17 22 10 19 25 20 0 7 0 10 1 9 53 87 140
都 農 町 都 農 4 7 9 7 12 11 2 2 1 25 30 55

日 向 市

美 々 津 1 2 2 2 1 1 1 1 4 7 11
富 島 1 1 1 2 1 3
東 郷 1 1 0 1
財 光 寺 0 0 0
日 向 1 1 0 1

計 1 2 4 2 2 2 1 0 0 1 0 1 8 8 16

西 都 市

穂 北 1 1 1 1 2 3
三 納 2 1 1 0 4 4
三 財 2 1 3 1 0 7 7

妻 2 3 2 1 1 7 2 9
計 2 1 3 4 3 3 0 3 0 3 0 1 8 15 23

西 米 良 村 西 米 良 0 0 0

宮 崎 市

久 峰 2 4 7 1 5 2 4 2 14 13 27
広 瀬 2 4 2 2 1 1 2 2 12 14
大 宮 1 1 1 1 1 3 2 5
住 吉 2 2 1 2 5 2 7

檍 2 2 1 5 0 5
宮 崎 東 1 1 0 1
宮 崎 北 1 1 2 0 2
東 大 宮 1 4 5 0 5
佐 土 原 4 2 3 7 2 9
田 野 1 1 0 1
赤 江 1 1 0 1
青 島 1 0 1 1
宮 崎 西 1 0 1 1
日 向 学 院 1 1 0 1
宮 崎 日 大 1 0 1 1

計 13 13 20 7 13 4 0 1 0 5 1 4 47 34 81

県 北
西 階 1 0 1 1
西 門 川 1 0 1 1

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 2
都 城 市 祝 吉 1 1 0 1
県 南 大 束 1 1 0 1

県外 1 2 1 3 1 4
旧学区外中学校 17 14 26 11 19 9 1 4 0 10 1 5 64 53 117

総　計
111 104 127 100 143 82 4 37 1 38 3 32 389 393 782
215 227 225 41 39 35 782 782

鳴 海 ヶ 丘 会 々 報 第５２号（3）平成２４年7月２０日発行



ラ グ ビ ー
２回戦　　　高鍋　110 －０　日南合同
準決勝　　　高鍋　  47 －０　日向
決　勝　　　高鍋　  38 －７　宮崎北【九州大会出場】

卓 球
男子　：　学校対抗戦 １回戦 高鍋 ０－３ 都城商業
　　　　　ダブルス　３回戦進出
　　　　　シングルス　３回戦進出

ホ ッ ケ ー 予選　　　　高鍋　９－０　門川
決勝　　　　高鍋　11－０　門川【九州大会出場】

ソ フ ト
テ ニ ス

男子　：　団体戦　１回戦敗退
　　　　　個人戦　５位（尾崎隼梧・山口雅崇）
　　　　　【九州大会・インターハイ出場】
女子　：　団体戦　１回戦敗退
　　　　　個人戦　ベスト 16（西尾、寺原）

テ ニ ス

男子　：　団体戦　２回戦　高鍋 ３－０ 宮崎北
　　　　　　　　　３回戦　高鍋 １－２ 宮崎西
女子　：　団体戦　１回戦　高鍋 ２－１ 都城農業
　　　　　　　　　２回戦　高鍋 １－２ 都城泉ヶ丘
　　　　　個人戦　シングルス　ベスト 16（白川）
　　　　　　　　　　ダブルス　３位入賞（白川・山中）

バ ド ミ
ン ト ン

男子　：　団体戦　ベスト８
　　　　　ダブルス　ベスト 16（杉田・米澤）
女子　：　団体戦　ベスト８
　　　　　ダブルス　ベスト８（知久・神田）
　　　　　シングルス　ベスト 16（知久、神田）

空 手

男子　：　団体戦〔形〕３位　〔組手〕３位
　　　　　個人戦〔組手〕６位（松本）【九州大会出場】
　　　　　　　　　　　　７位（今岡）【九州大会出場】
女子　：　団体戦〔組手〕２位【九州大会出場】
　　　　　個人戦〔組手〕６位（中嶋）【九州大会出場】
　　　　　　　　　　　　７位（島田）【九州大会出場】

剣 道
男子　：　団体戦　ベスト８
　　　　　個人戦　３回戦進出（松島）
女子　：　団体戦　ベスト８
　　　　　個人戦　２回戦進出（松下、榎木、久保田、伊藤）

柔 道
男子　：　団体戦　予選リーグ敗退
　　　　　個人戦　ベスト 16（篠原、比江島）
女子　：　団体戦　１回戦　高鍋 ０－３ 小林西
　　　　　個人戦　ベスト８（甲斐、阿部）

バ レ ー
ボ ー ル

男子　：　１回戦　高鍋　２－１　高千穂
　　　　　２回戦　高鍋　０－２　宮崎第一
女子　：　１回戦　高鍋　２－０　日南学園
　　　　　２回戦　高鍋　１－２　富島

弓 道 男子　：　団体戦　ベスト 16
　　　　　個人戦　決勝進出（田爪）

バ ス ケ ッ
ト ボ ー ル

男子　：　１回戦　高鍋　83 － 53　都　農
　　　　　２回戦　高鍋　55 － 78　延岡工業
女子　：　１回戦　高鍋　74 － 57　宮崎北
　　　　　２回戦　高鍋　43 － 70　日章学園

陸 上 男子　：　走高跳　６位（大山和茂）【南九州大会出場】

ハ ン ド
ボ ー ル

男子　：　１回戦　高鍋　24 － 29　延　岡
女子　：　１回戦　高鍋　17 － 25　小　林　

水 泳

男子　：　50 ｍ自由形 ２位 河野　匠【九州大会出場】
　　　　　100 ｍ自由形 ２位 河野　匠【九州大会出場】
女子　：　200 ｍ個人メドレー ６位 中野優花
　　　　　400 ｍ個人メドレー ２位 中野優花【九州大会出場】
　　　　　100 ｍバタフライ ５位 中武　玲【九州大会出場】
　　　　　200 ｍバタフライ ３位 中武　玲【九州大会出場】

サ ッ カ ー
１回戦　　　高鍋　６－０　都城東
　　　　　　高鍋　７－１　聖心ウルスラ学園
　　　　　　高鍋　１－２　延岡工業（ベスト 16）

ボ ー ト 女子　：　ダブルスカル　２位（オープン参加） 野 球 第 59 回県選手権・第 19 回ＮＨＫ杯
県央地区代表、県大会出場

平成24年度高校総体結果一覧

　
昨
年
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま
に
１
月
の
県
新
人
戦
に
優

勝
し
た
も
の
の
、
九
州
大
会
で
は
体
格
の
差
を
埋
め
き

れ
ず
惜
敗
。
そ
の
後
も
県
外
の
チ
ー
ム
に
は
自
分
た
ち

の
力
が
通
用
せ
ず
、
時
間
を
か
け
て
体
つ
く
り
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
県
の
高
校
総
体
で
は
苦
戦
は
し
た
も
の

の
、
試
合
中
に
修
正
す
る
能
力
が
身
に
付
き
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。
今
度
こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で
臨
ん
だ
九

州
大
会
。
相
手
は
九
州
の
雄
、
大
分
舞
鶴
高
校
。
豪
雨

の
中
で
の
ゲ
ー
ム
、
な
か
な
か
思
い
通
り
の
展
開
に
は

持
ち
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
前
半
７
ー
10
で
折
り
返
し

て
後
半
へ
。
平
均
体
重
で
15
㎏
近
く
差
が
あ
る
Ｆ
Ｗ
が

奮
闘
す
る
も
そ
の
後
じ
わ
じ
わ
と
差
が
広
が
り
12
ー
31

で
敗
戦
。
ま
だ
ま
だ
力
不
足
を
感
じ
た
も
の
の
そ
れ
で

も
最
後
ま
で
諦
め
な
い
不
屈
の
精
神
力
と
、
直
後
の
悔

し
涙
は
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
支

え
や
声
援
の
お
か
げ
で
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
も

思
い
き
り
プ
レ
ー
出
来
ま
し
た
。
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
更
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
、
夏
の
再
戦
、

そ
し
て
全
国
大
会
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
九
州
大
会
を
終
え
」

 

高
鍋
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
　
監
督
　
　
　

 

山

　本

　
　巧

　
６
月
15
日
（
金
）
か
ら
４
日
間
、
全
九
州
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
大
会
が
佐
賀
県
伊
万
里

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
２
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

予
選
を
行
い
ま
し
た
。
高
鍋
高
校
は
、
森
高
校
（
大

九
州
大
会
を
終
え
て

 

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
　
部
長
　
　
　

 

猪

　股

　
　司

第 59 回　NHK杯
高校放送コンテスト結果

九州高校総体結果
〔ホッケー部〕

　　高鍋　１－０　森　（大分）

　　高鍋　０－５　小国（熊本）

　　高鍋　０－３　川棚（長崎）

〔ラグビー部〕

　　高鍋　12－31　舞鶴（大分）

研
究
発
表
部
門

「
番
組
制
作
技
術
の
向
上
」
第
1
位 

 

林

　
　
　龍

　己

　
今
回
の
結
果
は
１
位
で
し
た
。
今

ま
で
あ
ま
り
良
い
結
果
を
残
せ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
最
後
に
１
位
と
う

結
果
が
残
せ
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
ご
指
導
下
さ
っ
た
部
門
の
先
生

や
協
力
し
て
く
れ
た
部
員
達
に
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
発
表

を
通
し
て
、
自
分
が
大
き
く
成
長
し

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
全
国
大
会
で

も
よ
い
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
き
ま
す
。

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

「
貫
く
勇
気
」
第
３
位

 

津

　江

　裕

　子

　
作
品
も
原
稿
も
締
め
切
り
ギ
リ
ギ

リ
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
取
り
か
か

る
の
が
遅
か
っ
た
た
め
、
編
集
も
完

璧
に
で
き
ず
上
位
に
残
れ
る
か
不
安

で
し
た
。
結
果
は
３
位
と
な
ん
と
か

全
国
大
会

の
出
場
権

を
得
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

作
品
を
練

り
直
し
、

も
っ
と
分

か
り
易
く

聞
き
や
す

い
ラ
ジ
オ

番
組
に
し

て
上
位
を

狙
い
た
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
六
月
に
行
わ
れ
た
県
高
校
席
上
揮
毫
大
会
で
団
体
４

位
、
個
人
の
部
で
も
多
数
入
賞
者
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
当
日
に
漢
詩
の
問
題
が
出
題

さ
れ
半
切
大
（
掛
け
軸
大
）
の
作
品
に
二
時
間
程
で
仕

上
げ
る
も
の
で
す
。
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
、
リ
ズ
ム
を

取
り
な
が
ら
床
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
黙
々
と
紙
に
向
か

う
姿
に
は
気
魄
を
感
じ
ま
す
。
書
道
部
の
高
校
総
体
と

言
わ
れ
る
所
以
で
す
。
大
会
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
平

日
は
も
ち
ろ
ん
土
、
日
も
ず
っ
と
練
習
を
重
ね
て
き
た

全
員
で
勝
ち
取
っ
た
結
果
で
す
。

　
昨
年
赴
任
し
て
き
て
部
員
も
当
初
の
二
倍
以
上
に
増

え
、
現
在
22
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
七
月
に
は
県
代

表
と
し
て
九
州
大
会
に
も
出
場
し
ま
す
。
こ
の
勢
い
で

さ
ら
に
元
気
の
あ
る
鍋
高
書
道
部
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

席
上
揮
毫
大
会
を
終
え
て

 

書
道
部
　
顧
問
　
　
　
　
　
　

 

長

　友

　瑞

　枝

分
）
、
小
国
高
校
（
熊
本
）
、
川
棚
高
校
（
長
崎
）
と

同
じ
予
選
Ｂ
パ
ー
ト
で
し
た
。
結
果
は
Ｂ
パ
ー
ト
３
位

で
、
予
選
リ
ー
グ
敗
退
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
連
続

出
場
記
録
も
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
選
手
達
は
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
中
で
、
最

後
ま
で
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
の

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
部
員
数
３
年
生
３
名
、
２
年
生
５

名
、
１
年
生
５
名
の
合
計
13
名
で
す
。
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

は
11
名
で
プ
レ
イ
し
ま
す
。
４
月
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
を
始

め
た
１
年
生
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
し
て
九
州
大
会
を
戦
い

抜
い
た
の
で
す
。

　
今
回
は
悔
し
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
経
験
を
テ
コ
に
し
て
選
手
達
は
よ
り
一
層
成
長
し

て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

〔書道部〕

第30回県高等学校席上揮毫大会
参加校26校、257名
団体の部
　　　第４位
個人の部
１年　第３位　恵利　芽衣　　第４位　高橋　佳大
　　　第４位　佐藤　菜々美　第４位　佐光　千沙
　　　優秀賞　富山　綾音　　優秀賞　島之内　亜巳

２年　優秀賞　林　宏樹　　　優秀賞　黒木　美波

３年　優秀賞　吉岡　美佐子　優秀賞　河野　眞里奈

部 門 順位 氏 名 ・ 作 品 名

研 究 発 表 1 位
「番組制作技術の向上」

代表　林　龍己

ラジオドキュメント 3 位
「貫く勇気」

代表　津江　裕子
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